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Abstract

InBenJonson'sBartholomewFair,Wasp,BusyandOverdowhorepresentsomeauthority

mustundergohardshipsthroughthefairandsurrendertheirauthoritativeattitudes.Inthis

paperIspecifythemeaningoftheirordealsbyexaminingtheirresemblancestotheritesof

passages.TheninthisanthoropologicalapproachIidentifyJonson'svisionofthefreeand

equalrelationshipbetweenmen,whichisthecoreofthiscomedy.

序

ベン･ジョンソンの代表的喜劇 ｢バーソロミュウ市｣で,市を訪れる人々は,皆試練を受ける

が,なかでも,何らかの権威を代表するワスプ,ビジー,オ-バードゥの三人が受ける試練は,

その権威者としての役割を,断念せざるをえないほど苛酷なものである｡そこで,その意味を問

うて,様々な風刺や寓意などを読み取る解釈が,これまで行われてきた(1)｡

本稿では,彼らの試練のプロセスが,文化人類学で｢通過儀礼｣と呼ぶ儀礼と,よく似たパター

ンを踏んでいることに注目したい(2)｡ この通過儀礼という下敷きを当ててみることによって,彼

らの試練の意味を,新しい角度から考察することが,可能であるものと思われる｡

まず議論に先立って,通過儀礼について,簡略に説明しておくことにする｡

いかなる形態の社会においても,個人の人生は,ある年代から他の年代へ,ある仕事 (役割)

から他のものへの,一連の通過から成り立っている｡文化人類学では,こうした通過の際,類似

したパターンと機能をもつ儀礼が,多様な社会で行われることに着目し,それらをまとめて通過

儀礼と呼んでいる｡この儀礼は,一般に,次の三段階を追って進む｡第一は ｢分離段階｣で,倭

礼の主体は,何らかの象徴的行為によって,以前の日常生活から切り離される｡第二は｢移行 (境

罪)段階｣で,儀礼の主体は,以前の存在形態と,来たるべきそれとの間の暖味な状態にあり,

そこでの種々の体験を経て,新たな存在形態にふさわしい知恵や認識が,形作られることになる｡

第三は ｢再統合段階｣で,儀礼の主体は,以前とは異なる認識を有する社会的存在に生まれ変わ

り,再び日常生活へと,儀礼的に戻されることになる(3)｡

以上の説明を踏まえた上で,三人の権威者達の試練について,順次に,考察していきたい(4)｡
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ワスプの試練

ハンフリー･ワスプは,三人のなかでは登場も一番早く(Ⅰ.iv),権威者としての役割から引

きずり降ろされるのも一番早い (V.iv)｡また,代表する権威も一番低いものである｡

愚かな若者コークスのお守り役を勤めるワスプにとって,バーソロミュウ市は,コークスをあ

らゆる形で誘惑する,危険に満ちた場所である｡従って,ワスプは,市に来る前からすでに苛立っ

ているのだが,市へやって来るや,度重なるコークスの愚行に対して "Aresolutefoolyouare,

iknow,andaverysufficientcoxcomb,withallmyheart;nay,youhaveit,sir,an'yoube

angry,turdi'yourteeth."(Ⅱ.iv.36-38)(5)と怒り心頭に発して,教師としての権威を振りま

わさざるを得なくなる｡ところがこうして,権威に頼って他人を叱責してきたワスプに,突然最

初の試練が訪れる｡彼は,市の住人達の "gameofvapors"に巻き込まれてしまうのである｡こ

れは,ジョンソン白身が"everymantoopposethelastmanthatspoke,whetheritconcerned

himorno."(Ⅳ.iv.29)と説明している通り,言わば,相手の発言の権威を一切認めないこと

で成り立っている遊びである｡典型的箇所を引用してみよう｡

Wasp

Nay,then,Idothinkyoudonotthinkanditisnoresolutevapor.

Cutting

Yes,insomesorthemayallowyou.

Knockem

lnnosort,sir,pardonme,Icanallowhimnothing.Youmistakethevapor.

Wasp

Hemistakenothing,sir,innosort.

Whit

Yes,Ipredeenow,lethimmistake.

Wasp

Aturdi'yourteeth,neverpredeeme,forIwillhavenothingmistaken.

Knockem

Turd,ha,turd?Anoisesomevapor;StrikeWhit.

Theyfallbytheears.

(rv.iv.981107)(6)

このようにワスプは,自分の権威に相手が服さないことに苛立って,遊びのはずが本気で喧嘩

を始めてしまうのだ｡ さらに,止めに入って彼を叱責するオ-バードゥ夫人にも "Uponyour

Justice-hood?Marry,shitdyourhood;You'llcommit?Spokelikeatruejusticeofpeace'S

wife,indeed,andafinefemalelawyer!Turdi'yourteethforafee,now."(Ⅳ.iv･.142-4)

と,公然と反抗する｡このとき,ワスプは,平常の役割 (仕事)を,完全に逸脱してしまったと

言えるだろう｡市の住人と殴りあい,雇い主の夫人を罵るという行為によって,彼は,家庭教師

という自分が社会構造に占めていた地位から,降りてしまうのである｡そしてこの状態に呼応す

るかのように,忽ち現れた警吏によって逮捕されたワスプは,これから一人ばっちで市をさ迷う

ことになるのだ｡つまり,彼の最初の試練は,ある象徴的行為とそれに伴う日常生活からの分離

という,通過儀礼の第一段階に,正確に対応しているのである｡
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次に市に現れたワスプは,足棚をかけられて,晒しものにされるという,第二の試練に耐えね

ばならない｡これが,教師という常に権威を行使する仕事に慣れてきたワスプにとって,いかに

屈辱的な体験であるかは,想像に難くない｡のみならず,かれはこの惨めな姿を知人のクォーラ

スに見られてしまう｡

Quarlous

Hownow,Numps?

Wasp

ltisnomatterhow;prayyoulookoff.

Quarlous

Nay,Ⅰ'llnotoffendyou,Numps.Ithoughtyouhadsattheretobeseen,

Wasp

Andtobesold,didyounot?Prayyoumindyourbusiness,an'youhaveany.

(IV.vi.50-55)

この二重に屈辱的な体験は,自らを支える権威を根底から覆されるという点では,ワスプにとっ

て,自我の解体-死を意味するほどの試練であろう｡ところが,通過儀礼の移行段階においても,

必ず ｢殺害や死を象徴するメタファー｣(7)が,出現するのである｡通過儀礼においては,生物学的
生から死へというプロセスとは逆に,人は死を経て再生へというプロセスを体験するのだ｡従っ

て,この晒し台での精神的 ｢仮死体験｣を経たワスプは,移行段階を終え,以前の権威主義的な

存在から,新しい知恵を授けられて生まれ変わるために,必要な準備が整ったと言えるだろう｡

ワスプは,バーソロミュウ市を,このように,まさに通過儀礼として体験しつつあるのである｡

だが,ワスプが,この儀礼を全て完了するためには,当然予想されるように,今一度の試練を経

ねばならない｡

晒し台を抜け出した後,迷った末にパペット･ショウにたどり着いたワスプは,そこでようや

く見つけたコークスに対して "Doyouhear,sir?Areyouemployed,thatyouarebare-headed

andsobusy?"(V.iv.92-4)と,いっもの口調で叱責する｡彼は,以前の権威を回復し,

教師としての仕事を継続しようとするのである｡しかし,晒し台での屈辱的体験を既に知ってい

るコークスに 一Holdyourpeace,Numps;youha'beeni'thestocks,Ihear."(Ⅴ.iv.95-6)

と切り替えされると,"Doesheknowthat?Nay,thenthedateofmyauthorityisout;Imust

thinknolongertoreign,mygovernmentisatanend."(V.iv.97-99)と言わざるを得な

い｡彼は,教師としての権威が教え子にもはや通用しないこと,つまり,バーソロミュウ市を経

る前と後では,自分の役割,すなわち社会的存在形態が,根本的に変わってしまったことを,認

めざるを得ないのである｡そして,彼のこの台詞は,"Hethatwillcorrectanothermustwant

faultinhimself."(V.iv1.99)という,ある意味ではこの劇の主題を象徴するような,謙虚な

認識で締めくくられる(8)｡こうして,以前では考えられないこの新しい知恵を授けられたとき,彼

にとっての通過儀礼の再統合段階が,'完了したと言えるだろう｡市での試練を経て,自らの権威

というものを見つめ直したワスプは,教師という権威に頼らない人間関係を学び,この後,新た

に生まれ変わった存在として,日常生活に戻っていくことになるはずである｡このように,市で

のワスプの試練のプロセスは,彼の断念する権威が,一介の家庭教師という,ビジーやオーバー

ドゥに比べて些細なものであるため,深刻さは欠くものの,そこに,通過儀礼とよく似たパター

ンが,はっきり認められるのである｡
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ビジーの試練

ジール･オブ･ザ･ランド･ビジーは,その登場も (Ⅰ.vi),敗北も (V.V),三人のうち

二番目である｡また,代表する権威も,オーバードゥよりは低いが,ワスプよりは,はるかに高

い｡

ビジーは,清教徒の指導者として,信者達に絶大な宗教的権威を有しており,しかもそれを,

ワスプ同様,濫用あるいは悪用している｡たとえば,怪しげな理屈を付けて,市へ行くことのみ

ならず,市の名物の豚の丸焼きを食うことまで,正当化してみせたり (I.vi),市の屋台で牛飲

馬食したりする姿は (Ⅲ.並),自らの宗教的権威を利用して,信者達を食い物にしている彼の日

常的布教活動を,ありありと垣間見せてくれる｡

こうした,自信満々のビジーの宗教的権威に繁りが生じるのは,彼が,その権威を笠に着て,

屋台をひっくり返したときである｡

Busy

Andthisidolatrousgroveofimages,thisflasketofidols!Whichlwillpulldown-

Overthrowthegmgerbread.

Trash

Omyware,myware,Godblessit.

Busy

- inmyzeal,andglorytobethusexercised. (ⅡL vi.90-93)

これは,ビジーにとっては熱列な信仰の表現であっても,市の住民達にとっては迷惑この上ない

行為であり,彼はワスプ同様,たちまち警吏に拘束されてしまう｡こうして,信者達から切り離

されて,彼の権威など歯牙にもかけない人々に捕らえられたビジーは,社会構造において彼の占

めていた,宗教的権威者という地位から,引きずり降ろされてしまったと言っていいだろう｡つ

まり,ビジーの最初の試練も,ある象徴的行為によって,以前の属性を失うという,通過儀礼の

第一段階のパターンを,なぞる形で終了することになるのである｡

次に登場したとき,ビジーはワスプ,オーバードゥとならんで,足棚をはめられ,晒しものに

なるという,第二の試練を受けねばならない (Ⅳ.vi)｡ これが,権威に慣れきっている人間に

とっては,精神的 ｢死｣を意味するような屈辱的体験であり,通過儀礼の移行段階に相当するこ

とは,ワスプと同様であろう｡だが,相違点もある｡ビジーは,この試練の意味について,ワス

プはど無自覚ではない｡ワスプが,試練の目撃者クォーラスに当たり散らすだけなのに対して,

ビジーは,目撃者の信者ピュアクラフトに,自分の試練を "itismycalling,comfortyourself,

anextraordinarycalling,anddoneformybetterstandinghereafter."(Ⅳ.vi.108-110)

と,一種の殉教として,説明しているのである｡殉教が,｢死｣を経て天国への ｢再生｣というパ

ターンを踏む点で,一種の通過儀礼ともみなしうる以上,ビジーは,ある程度まで,自分の試練

の意味を理解していたと考えていいだろう｡しかし,その理解は,飽くまで,自分に都合の良い,

表面的なものである｡その証拠に,晒し台を抜け出すときも,彼は "Wearedeliveredbymira-

cle;...Themaliceoftheenemyhathmockeditself."(Ⅳ.vi.154-6)と,相変わらず,宗

教的権威を持出してきて,以前の彼の存在形態にしがみついている｡逆に言えば,この宗教的権

威が,完膚なきまでに覆されたときに初めて,彼は自らの試練の真の意味を理解し,新しい存在

に生まれ変わるはずである.しかし,そのためには,ビジーは,今一度試練を受けねばならない｡
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市をさ迷って,ビジーもワスプ同様に,最後にパペット･ショウにたどりつく｡そこで彼は,

開口一番 "DownwithDagon,downwithDagon!'Tisiwillnolongerendureyourprofana-

tions."(Ⅴ.Ⅴ.1-2)と叫び,ショウの中止を迫るのである｡しかし,宗教的権威を盾にとる

ビジーに対して,人形使いのレザーヘッドは,その権威に心服しないどころか "Buthere'sone

ofmymotion,PuppetDionysius,shallundertakehim 〔Busy〕,andI'llventurethecause

on't."(V.V.31-3)と,人形の口を借りて,自信満々論争を挑んでくる｡これに対してビジー

も "Iwillnotfeartomakemyspiritandgiftsknown!"(V.Ⅴ.38)と受けて立ち,ここに,

人間対人形の,世にも珍奇な論争が始まる｡だが,ビジーにしてみれば,これはその滑稽な外観

にもかかわらず,かなり真剣な論争のはずである｡二度の試練で揺らぎっっある自らの宗教的権

威を守り,自信を回復するため,この論争は,彼にとって必要な手続きであったとさえ,言える

かもしれない｡まずビジーは,当時の清教徒の演劇に対する非難を踏襲して,"Isayit〔puppet

show〕isprofane,asbeingthepageofprideandthewaiting-womanofvanity."(Ⅴ.Ⅴ.

71-72)と主張する｡これに対して人形-レザーヘッドは,

Whatsayyoutoyourtire-woman,then?‥.Orfeatheトmakersi'theFrairs,thato'your

factionoffaith?Arenottheywiththeirperukesandtheirpuffs,theirfansandtheirhuffs,

asmuchpagesofprideandwaitersuponvanity?Whatsayyou? (V.Ⅴ.76-78)

と,清教徒もまた,療神的な職業に就いていることを指摘するのである｡そこで言葉に詰まった

ビジーは,非難の矛先を変えて "mymainargumentagainstyouisthatyouareanabomina-

tion;forthemaleamongyouputtethontheapparelofthefemale,andthefemaleofthe

male."(Ⅴ.Ⅴ.87-8)と,これまた当時お馴染みの論点を持ち出してくる(9)｡ところが,この

非難に対しても,人形-レザーヘッドは "itwillnotholdagainstthepuppets;forwehave

neithermalenorfemaleamongstus.Andthatthoumay'stsee,ifthouwilt,likeamalicious

purblindzealasthouare!"(Ⅴ.Ⅴ.92-4)と予想外の反論をし,実際服を脱いで見せる｡さ

すがのビジーも, この余りにも明白な反証の前では, "iam confuted;thecausehathfailed

me."(Ⅴ.Ⅴ.101)と,兜を脱がざるを得ない｡清教徒の大義名分 "thecause"が自分を裏切っ

た "failed"という,苦い認識を受け入れざるを得ないのである｡そして,この深刻な衝撃によっ

て始めて,ビジーは,バーソロミュウ市での自分の試練の真の意味に気がついたに違いない｡そ

の証拠に,人形- レザーヘッドに "Beconverted,Iprayyou,andlettheplaygoon!"(Ⅴ.Ⅴ.

103)と促されたビジーは,意外なことにも "Letitgoon.Forlamchanged,andwillbecome

abeholderwithyou!"(Ⅴ.Ⅴ.104-5)と,大人しく同意するのである｡常に宗教上の権威者

として,人々に上から接してきたビジーが,その権威の源である清教を捨て,-観客として人々

と横に並ぶというのである(10)｡彼もまた,バーソロミュウ市という通過儀礼を経ることで,宗教

という縦の権威に頼らない平等な人間関係について,新しい知恵を授けられたと言えるだろう｡

そして,この再統合段階を終えて日常生活へ戻っていくビジーが,この後,以前とは異なった認

識を持っ,社会的存在に生まれ変わることは,恐らく,疑いのないところであるものと思われる｡

このように,ビジーの市での試練のプロセスも,通過儀礼の諸段階に,かなり正確に対応するの

である｡また,徹底して戯画化されて描かれているため,非常に喜劇的印象は与えるものの,そ

の敗北は,担っている権威がワスプに比べて高い分だけ,複雑で,深刻なものになったと言える

だろう｡
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オーバードゥの試練

アダム･オーバードゥは,登場するのも一番遅く(Ⅱ.i),降伏するのも最後である(V.vi)｡

また,その代表する権威も,三人の中では一番高い｡

オーバードゥは,簡易法廷の判事として,国家権力を代表し,社会構造の頂点に近いところに,

安定した地位を占めているはずの人物である｡ところが彼は,バーソロミュウ市で起こる "enor-

mity"杏,自らの手で告発するべく,マッド･アーサーなる狂人に身をやつして登場してくる｡

つまり,オーバードゥは,最初から,自分の権威を捨て,自らの社会的身分から逸脱してしまっ

ているのである｡従って,他の二人とは異なり,彼は変装という象徴的行為によって,あらかじ

め,以前の日常生活から切り離されていると言えるだろう｡言い換えれば,彼は,市に出かける

前に,分離段階を済ませてしまっており,市を通過儀礼として体験する準備が,既に出来ていた

のである｡のみならず,彼が仮面に選んだマッド･アーサーは,市の住人に "'TismadArthurof

Bradley,thatmakestheorations‥‥WelcometotheFair!‥.iha'beenoneo'yourlittle

disciplesi'mydays!"(Il.止.117-122)と,呼び掛けられるところから明らかなように,その

"orations"によって,人々に精神的影響を与える存在である｡この狂人として社会構造の底辺に

位置していながら,同時に神秘的力を備えた両義的存在であるマッド･アーサーが,自分からそ

の属性を放棄してしまったオーバードゥの,市での唆味な状態を象徴するのに,考えうる最もふ

さわしい仮面であることは,言うまでもないだろう｡

こうして,狂人として市をさ迷ううちに,オーバードゥは,他の二人にもまして,厳しい試練

に会うことになる｡まず,彼は,コークスの財布盗難の場にいたため,すりの一味と間違えられ

ワスプに殴りつけられ,命からがら逃げ出すはめになる (Ⅱ.iv)｡次に,コークスの二つめの財

布盗難の場に再び居あわせた彼は,今度は犯人として逮捕され (I.V),ワスプ,ビジーと並ん

で,足棚をされ,晒しものになるという試練に,耐えねばならない (Ⅳ.i)｡これらの一連の肉

体的精神的試練が, 通過儀礼の移行段階に付きものの仮死体験に相当することは, ワスプ, ビ

ジーと同様であろう｡特にオーバードゥの場合は,日頃人を裁く側なだけに,罪人扱いされたこ

の試練は,大変な衝撃であったに違いない｡また,例えば,著名な人類学者Ⅴ･ターナーは,過

過儀礼の移行段階での儀礼の主体の体験について,｢彼らは,文句も言わずに気紛れな懲罰を受け

ねばならない｡彼らは,あたかも,新しく形づくられるために同じ条件に変えられすり減らされ

るかのようであり,また人生の新しい情況に自分を適応させる新しい力を授けられるかのようで

ある｡｣(ll)と述べているが,これは,とりわけオーバードゥの試練に,ぴったり当てはまる説明で

あるように思われる｡というのは,他の二人と違って,この移行段階において既に,彼のうちに

は,新しい認識が授けられつつあるように見えるからである｡警吏達がそれと知らずに,自分の

ことを噂するのを,晒し台の上で聞いたオーバードゥは,"Iwillbemoretenderhereafter.Isee

compassionmaybecomeajustice,thoughitbeaweakness,Iconfess,andneareravicethan

avirtue."(Ⅳ.i.74-6)と,言わば精神的仮死状態において,裁かれるものへ,優しいまな

ざしを向けるようになるのである｡のみならず,彼はこの憐れみの心 "compassion"から,自分

の厳格さゆえに発狂した元廷吏のトラブルオールに,償いとして白紙委任状を与えさえする｡以

前の彼では,およそ考えられなかったことだろう｡しかし,この新しい認識が本当に彼のものと

なるためには,オーバードゥも,今一度,厳しい試練を経なくてはならない｡

他の二人同様,市を巡って最後にパペット･ショウにたどりついたオーバードゥは,ビジーの

敗北の直後,全員を前にして "Stay,nowdoIforbid,Ⅰ,AdamOverdo!Sitstill,Ichargeyou.

(Ⅴ.Ⅴ.108-9)と,遂にその正体を露す｡その姿は,以前彼が "Iwillbreakoutinrainand
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hail,lightingandthunder,upontheheadofenormity."(Ⅴ.ii.4-6)と自らを喰えた,ジュ

ピターの如き威厳に満ちている｡しかし彼は,自分の開廷したこの臨時法廷で,裁く側に長く留

まり続けることは出来ない｡仮面を捨て,判事としての以前の仕事 (役割)に戻ろうとした彼の

もくろみは,取り調べが進むうちに,もろくも打ち砕かれてしまうのである｡彼が救おうとした

"innocentyoungman"が,実はすりの元締めだったこと,彼が白紙委任状を与えたのは, トラ

ブルオールではなく,変装したクォ-ラスだったこと,彼の妻が,彼の知らぬ間に "Barth｡1｡_

mew-bird",すなわち売春婦の仲間入りをしていたこと等が,次々に明らかにされるのだ｡そし

てこの臨時法延は,クォ-ラスの,判事オーバードゥに対する "rememberyouarebutAd｡m,

fleshandblood!Youhaveyourfrailty;forgetyourothernameofOverdoandinviteusall

tosupper･"(V.vi･94-6)という判決で,幕を閉じることになる｡裁くはずのオーバードゥが,

逆に裁かれてしまうのだ｡そして,たとえ,ジュピターの如く高みから人々を裁く権威を授けら

れていようとも,彼もまた裁かれる人々同様に弱点 "frailty"を持っ,生身の人間 "Adam"に過

ぎないのだという,この自らに下された厳しい判決に答える形で,オーバードゥが

･.･myintentsareadcorrectionem･nonaddestructionem;adaedificandum,nonad

diruendum･〔forcorrection,notdestruction;forbuilding,notforruining,〕

(V.vi.10819)

と結びの台詞を言うとき,我々は,彼が,最後の試練を経て遂に,新しい知恵を自分のものにし

たことを知るのである｡裁かれるものへの優しいまなざしが,自らも裁かれる人間の一人に過ぎ

ないという認識へ,一段と深化したのだ｡そして,この認識と共に,判事の職務は "ruining"で

はなく "building"にあることを,了解し得たとき,オーバードゥの再統合段階は終了したと言

えるoバーソロミュウ市という通過儀礼を経たオーバードゥは,判事といぅ権威の高みからは決

して得られなかった,人間相互の関係についての新しい知恵を得て,以前とは全く違う認識を

持った存在に生まれ変わり,日常生活へと戻っていくことになるだろう｡

このように,オーバードゥの試練のプロセスには,他の二人にもまして明瞭に,通過儀礼のパ

ターンが読み取れる｡また,その担っている権威が,最も高いだけに,その降伏も,三人のうち

で,最も複雑,かつ劇的に描かれていると言えるだろう｡

結 語

以上 通過儀礼という下敷きを当ててみることによって,ワスプ,ビジー,オーバードゥとい

う三人の権力者の市での試練には,分離-移行-再統合と,それに伴う新しい認識の獲得という,

共通のパターンが存在することが明らかになった｡また,このパターンを通して,上からの権威

による押しつけでない,自由な人間同志の平等な共生関係という,ジョンソンがこの劇で描いて

みせた夢が,抽出できたように思われる｡それは,確かに劇が終われば覚める,果敢ない夢では

あろう｡しかし,多くの優れた喜劇はこの夢を追い求め,この夢の周りに結晶したといっても過

言ではあるまい(12'｡そして,｢バーソロミュウ市｣でジョンソンが見せてくれたこの得莫机､夢を,
我々は,覚めてからも長く忘れないだろう｡
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注

(1) 典型的例としては,lanDonaldsonが,TheWorldUpside-rDown(0Ⅹford:oxforduP..,1970),

pp.46-77で,彼らの試練を,キリスト教的寓意と結び付けて考察している｡その他,RayLHeffner,

Jr,"UnifyingSymbolsintheComedyofBenJonson"(1954),inBenJonson,･ACollectionof

CriticalEssays,ed.J.A.Barish(EnglewoodCliffs:PrenticeHall,1963),pp.1331146;Jackson

Cop,e,̀'BariholomewFairasBlasphemy",Ren.D.,Ⅷ (1965),pp.127-52;GuyHamel,…Orderand

JudgementinBartholomLewFat,-,UTQ,43(1973),pp.48-67などの諸論文を,参照されたい｡

(2)通過儀礼について,始めてまとまった形で論述したのは,フランスの人類学者ArnordvonGennep

で,彼の主著 TheRiおsofPassages,trams.M.B.Vizendom & G.L.Caffee(Chicago.･Univ.of

ChicagoPr.,1960)は,今なお大きな影響を与え続けている｡また最近では,ヴィククー･夕-ナーが,

『儀礼の過程』(思索社,1976年)や,『象徴と社会』(紀伊国屋,1981年)で,通過儀礼の問題を精力的
に論じ,注目すべき独自の文化理論を発展させている｡

(3) cf.ターナー,『儀礼の過程』,pp.124-5.

(4) 尚,三者を対比的に論ずるという発想,およびその手服については,RichardLevin,"TheStructure

ofBartholomewFair",PMLA,80(1965),172-9の,優れた作品構造分析から,多くの示唆を得た｡

(5) テクストは,BartholomewFaired.E.M.Waith(NewHaven&London:YaleU.P.,1963)によ

る｡

(6) この "gameofvapors"に関する最近の研究としては,LA.BeaurlineのJonsonandElizabethan

Comedy(San Marino:TheHuntingtonLibrary,1978),pp.217-30が優れているので,参照された

い｡そこに "academicdispute"の型を読み取る手際は,実に鮮やかなものである｡

ターナー,『象徴と社会』,p.267.

例えば,I.Donaldsonは,前掲書で,このワスプの台詞をもって,劇の主題を代表させている｡

cf.NewMermaids版 BartholomewFaired.G.H.Hibbard(London:ErnestBennLimited,

1977),p.174fn.では,この清教徒達の非難の根拠が,旧約聖書のDeuteronomy,ⅩⅩii.5:…thewoman

shallnotwearthatwhichpertainethuntoaman,neithershallamanputonawoman'sgarment:

forallthatdosoareabominationuntotheLordthyGod."という一節にあることが,指摘されてい

る｡

(10)例えば,NewMermaids版の編者は,序文でビジーの改心が "inconceivable" (p.xxiii)だと指摘

するのだが,筆者は,本稿によって,それが喜劇的ではあっても,十分 "conceivable"であることを,

示し得たと思う｡

(ll) ターナー,『儀礼の過程』,p.127.
(12) こうした理想的共生関係の夢は,シェークスピアがその祝祭的喜劇群で,繰り返し措いたところのも

のである｡従って,それらを考察する際,本稿同様に,通過儀礼という枠組みを用いることの有効性は,

当然予想されるところであろう｡そしてまた実際に,例えばLE.Booth,"TheFatherandtheBridein

Shakespeare",PMLA,97(1982),325-47とか,F.Falk,"DramaandRitualProcessinA

MidsummerNight'sDream",ComparativeDrama14(1980),263179など,ジュネップやターナー

の理論を大胆に取り入れた成果が,最近出始めている｡
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